
営業の経過及び成果

代表取締役社長

多田野　宏一

株主の皆様へ

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに2016年度（2016年 4 月 1日から2017年 3 月31日まで）のご報告をお届け
するにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

当期におけるわが国経済は、年度後半から企業収益が改善し、設備投資・個人
消費に持ち直しの動きがみられました。生産や輸出は持ち直し、景気は緩やかな
回復が続いております。欧州経済は横ばい、米国経済は回復持続、新興国は減速
基調にあります。中国経済による影響、原油・資源価格動向、地政学上のリスクに
加え、米国の政策や欧州政治の不安定さもあり、より不透明感が強まっております。
私どもの業界は、日本では、復旧復興・防災減災・インフラ老朽化対策・民間建設

投資等により需要は概ね堅調に推移しました。海外では、2012年をピークに需要
減少が続く中、欧州は横ばい、北米・中東・東南アジアは減少、全体として需要は更
に減少しました。
当期は、売上高は、日本向けが微減、海外向けが減少しました。売上減少に伴う
売上総利益の低下に加え、為替等の影響により、6 期ぶりの減収減益となりまし
た。なお、長期成長に向けた生産能力の拡大のため、高松市内の工業用地約20ヘ
クタールを昨年11月に約24億円にて取得しました。2018年度中に新工場の稼働を
目指し、約175億円を投資予定です。

今後の経済見通しにつきましては、日本では、個人消費の下押しが懸念される
ものの、輸出増加、企業収益の改善に伴う設備投資の持ち直しなどから、景気は引
続き緩やかな回復が期待されます。海外では、新興国経済の減速、為替や原油価
格動向に加え、地政学上のリスクの高まり、米国の政策や欧州政治の不安定さも
あり、より不透明感が強まっております。

当社グループを取り巻く市場環境は、日本では、高稼働継続が予想される一方、
オペレーター不足、トラック駆け込み需要の反動もあり、建設用クレーンは横ばい、
車両搭載型クレーン・高所作業車は減少を見込んでおります。海外は、米国インフ
ラ投資、原油・資源価格の回復による需要喚起も期待されるものの、総じて需要は
減少を見込んでおります。なお、海外需要は、2012年をピークに減少を続けており
ますが、需要サイクルの観点から2017年がボトムになるものと予想しております。
当社グループは、2008年度以降、事業領域を「（移動機能付）抗重力・空間作業機
械＝Lifting Equipment（LE）」と定め、「LE世界No. 1 」･「海外売上比率80％」･「安
定的高収益企業（平時の営業利益率20％）」の 3つを長期目標としております。
世界の人口動態を考えれば、LE業界は長期的には成長産業であり、今後のポテ

ンシャルは高いと考えております。しかしながら、短中期的には市場変動が激しい
事業特性を有しています。
当社グループは、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するため

に、3 年毎に中期経営計画を策定しております。建設用クレーンの海外需要が
2012年をピークに減少する中、「『強い会社』に」を基本方針とし、「更なるグローバ
ル化」・「耐性アップ」・「競争力強化」を重点テーマとする「中期経営計画（14-16）」に
取り組み、シェアアップ・高付加価値商品の拡販等により業績向上を図って参りま
した。その結果、2014年度と2015年度は 2年連続で過去最高の売上高と営業利益
を更新し、ROS(売上高営業利益率）は14.4％・14.8％、ROA(総資産営業利益率)
は13.9％・13.5％と高水準で推移しました。しかしながら、当社は未だ「強い会社」
への途上にあり、最終年度は需要の更なる減少の影響により、ROS10.3％、
ROA7.9％への低下を余儀なくされました。
2017年度をスタートとする「中期経営計画(17-19）」は「『強い会社』に（赤い矢印

に集中）」を基本方針として、3 つの重点テーマ実現のために、9 つの戦略に取り
組んで参ります。（「中期経営計画（17-19）」の詳細につきましては次ページからの
「タダノグループ『中期経営計画』について」をご覧ください。）
なお、2017年度は、「中期経営計画（17-19）初年度への取り組み」・「『赤い矢印』
への集中と『黄色い矢印』への取り組み」・「『青い矢印』の変化への備えと競争激
化への対応」を推進して参ります。
また、当社グループは、「中期経営計画(17-19)」の最終年度の2019年 8 月29日に
創業100周年を迎えます。

私たちタダノグループは、「企業が社会や人との調和の中に生かされている存
在」との認識のもと、地域社会・国際社会発展への貢献と地球環境の保全に役立
つ事業活動を推進し、全てのステークホルダーの期待に応え、企業価値を最大化
することで、「世界に、そして未来に誇れる企業」を目指します。
当期の期末配当金につきましては、1 株13円とさせていただくことに決定いた

しました。なお、中間配当金13円を合わせ、年間配当金は前期と同額の 1株につき
26円となりました。
株主の皆様には、今後とも格別のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上
げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     2017年 6 月
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204,059 30,357
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2016年4月1日～2017年3月31日2016年度

日本向け売上高は、建設用クレーンが減少、車両搭載型クレーンが
微減、高所作業車が増加し、1,022億 7 千万円（前期比97.4％）となり
ました。海外向け売上高は、新規顧客の開拓に注力したものの、需要
の更なる減少・円高基調のなか、774億 6 百万円（前期比74.1％）とな
りました。この結果、総売上高は1,796億 7 千 6 百万円（前期比
85.8％）となりました。なお、海外売上高比率は43.1％となりました。

売上減少に伴う粗利益低下に加え、為替等の影響により、営業利益
は184億 8 千 4 百万円（前期比59.5％）、経常利益は184億 9 千万円
（前期比60.3％）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、
中国の関係会社出資金評価損等による特別損失12億 9 千 8 百万円を計
上し、118億 8 千 1 百万円（前期比60.6％）となりました。
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基本方針

A 　「中期経営計画(14-16）」は、建設用クレーンの海外需要が2012年をピークに減少する中、いか
なる外部環境にあろうとも、「利益を出す」･「人を育てる」ことを毎期継続することができる「『強
い会社』に」を基本方針とし、「更なるグローバル化」・「耐性アップ」・「競争力強化」を重点テーマと
して、スタートしました。
　グループ一体となって、7つの戦略（基幹市場の拡充と戦略市場の拡大・No. 1 商品の提供とライ
ンナップの充実・グローバル&フレキシブルものづくりへの取り組み・感動品質、感動サービスの提
供・ライフサイクル価値の向上・収益力のレベルアップ・グループ&グローバル経営基盤の強化）に取
り組み、シェアアップ･高付加価値商品の拡販等により業績向上を図って参りました。その結果、2014年度と2015年度は2年連続で過去最高の売上高
と営業利益を更新し、ROS（売上高営業利益率）は14.4％・14.8％、ROA（総資産営業利益率）は13.9％・13.5％と高水準で推移しました。しかしながら、当
社グループは未だ「強い会社」への途上にあり、最終年度は需要の更なる減少の影響により、ROS10.3％、ROA7.9％への低下を余儀なくされました。
　※ROS（売上高営業利益率）　＝　当期の営業利益／当期の売上高
　　ROA（総資産営業利益率）　＝　当期の営業利益／前期末と当期末の総資産の平均

A 　当社グループは、「事業目的：経営
理念（創造・奉仕・協力）の実現｣、「ビ
ジョン：世界に、そして未来に誇れる
企業を目指して」、「コアバリュー：安
全第一・品質第二・効率第三」を掲げ
ております。これらは、外部環境がど
う変化しようとも変わることのない、
不変の理念・価値観です。
　また、長期的に追い求める目標･方
針として、事業領域をLEと定め、「LE
世界No. 1 」･「海外売上比率80％」･
「安定的高収益企業（平時の営業利益率20%）」の 3つの長期目標と、4つの重要方針（安全衛生方針・品質方針・環境方針・技術方針）を定めてお
ります。世界の人口動態を考えれば、LE業界は長期的には成長産業であり、今後のポテンシャルは高いと考えております。
　※LE：Lifting Equipment＝（移動機能付）抗重力・空間作業機械
　　 　「中期経営計画(08-10）」で、当社グループは事業領域をLEと定めました。

A 　長期的な成長を目指すべく、長期目標に
向けた中間目標として2022年度に売上高
3,000億円（日本1,000億円、海外2,000億
円）・営業利益500億円の数値目標を設定し
ました。中間目標達成のため、「中期経営計
画(17-19）」は今後 3年間で取り組むべきこ
とを策定しました。
　当社グループでは、「中期経営計画(17-19）」
の位置付けを｢LE世界No. 1に向けた足固
め｣の期間と捉えております。また、「市場：
需要・為替（＝青い矢印）」というコントロール
できない環境の中で、事業に対する「自助努
力（＝赤い矢印）」に集中し、これに「投資（＝黄
色い矢印）」の成果を加えたものが、「業績
（＝黒い矢印）」と位置付けております。「強
い会社」になるために｢赤い矢印｣に集中す
ることを基本方針としたものです。

2016年度で終了した「中期経営計画（14-16）」の振り返りをお願いします。

事業の全体像のポイントは？

「中期経営計画（17-19）」の位置付けは？

Q

Q

Q

タダノグループ「中期経営計画（１7-１9）」について

「強い会社」に
（赤い矢印に集中）
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A 　基本方針は、いかなる外部環境にあろうとも、「利益を出す」･「人を育て続ける」を毎期継続す
ることができる「『強い会社』に（赤い矢印に集中）」としました。
　重点テーマは、「更なるグローバル化（ONE TADANO, Wide & Deep）」、「耐性アップ
（ 6つの鍵）」、「競争力強化（四拍子そろったメーカー）」としました。
　基本方針も重点テーマも、「中期経営計画（14-16）」を踏襲しておりますが、更に深化した内容
になっています。

A 　次の 9つの戦略に取り組んでまいります。
①市場ポジションアップ
②商品力強化
③グローバル＆フレキシブルものづくりへの取り組み
④感動品質・感動サービスの提供
⑤ライフサイクル価値の向上

⑥ソリューションビジネスへの取り組み
⑦収益力・資産効率のレベルアップ
⑧成長基盤の確立
⑨グループ＆グローバル経営基盤の強化

A 　2019年度に、売上高2,400億円（日本向け960億円･海外向け1,440億円）、海外売上高
比率60％、営業利益360億円、たな卸資産回転率4.8回転、ROA（総資産営業利益率）
13％を目指します。
　また、長期的な成長を目指すべく、長期目標に向けた中間目標として2022年度に売上
高3,000億円（日本1,000億円、海外2,000億円）・営業利益500億円の数値目標を設定し
ました。
　※数値目標の前提：為替レート110円/ドル・120円/ユーロ

A 　会社設立は1948年 8 月24日ですが、創業者多田野益雄が溶接業を立ち上げるべく高松から北海道旭川へ旅立った1919年 8 月29日を創業の
日と定めております。
　当時は、海外において溶接技術が普及・発展し始めた時期で、日本にも導入され始めた頃でした。創業者は、溶接の青い火花に魅了され、世の
中のお役に立つことを確信し、北海道の地で事業化に踏み切ったものです。

A 　LE業界の長期成長性に対する「大きな期待」と、業界の不安定さに対する「強い危機感」を持って、当中期経営計画の基本方針・重点テーマに
取り組んでおります。3 年間の中期経営計画毎に、それらの実現に少しずつでも着実に近付くことができれば、LE業界では競争優位性を獲得す
ることができ、厳しい時期にこそ他のメーカーに先んじて次の一手が打てる会社になれます。そして、何よりも厳しい時期を乗り越えるたびに強
さを増していく、そういう会社でありたいと考えております。
　高い志と強い意志を持ち、ビジョンに掲げる「世界に、そして未来に誇れる企業」を目指して取り組んでまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

今回の中期経営計画の基本方針は？

実現のための戦略を教えてください。

３年後の数値目標は？

最終年度の2019年に創業100周年を迎えますね？

最後に、株主の皆様へメッセージをお願いします。

Q

Q

Q

Q

Q

A 　競争とは相対的なものであり、他のメーカーよりも付加価値の高い商品･サービスを提供し、
顧客に選ばれる･選ばれ続けるメーカーになる必要があります。四拍子そろったメーカーすなわ
ち、「①商品力」･「②製品品質」･「③部品を含めたサービス力」･「④中古車価値」の 4つが高いレ
ベルでバランス良く整った状態となることによって、顧客から見た商品価値を最大限に高めた
いと考えています。
　特に、製品品質とサービス力は当社グループのコアコンピタンスであり、その前後を商品力と
中古車価値の二つで挟み込みたいと考えています。4つを磨き込み、獲得するには一つひとつ
それぞれに時間と手間が掛かります。4つが高いレベルでバランス良く整った状態になることで
四拍子によるシナジー効果（相乗効果）を発揮することができます。このため、たとえ他のメー
カーが一つひとつを達成できたとしても、四拍子には簡単に追随できないと考えています。

｢競争力強化（四拍子そろったメーカー）｣とは？Q
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タダノグループの連結業績の概況

141,534

109,627

’14年度

’14年度

’14年度

28,084

’15年度

27,213

’16年度

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

’14年度 ’15年度 ’16年度

’15年度

19,432

’16年度

23,202

20,375

’15年度

19,633

’16年度

日本向け売上は、需要が減少するなか、拡販に注力したものの、新モデルへの生産移行の影響
もあり、450億 1 千 7 百万円（前期比88.1％）となりました。
海外向け売上は、新規顧客の開拓に注力したものの、需要の更なる減少・円高基調のなか、
646億 9 百万円（前期比71.4％）となりました。
この結果、建設用クレーンの売上高は1,096億 2 千 7 百万円（前期比77.5％）となりました。

カーゴクレーン
（車両搭載型クレーン）

スーパーデッキ
（高所作業車）

ラフテレーン
クレーン
（建設用クレーン）

オールテレーン
クレーン
（建設用クレーン）

トラッククレーン
（建設用クレーン）

■建設用クレーン

■車両搭載型クレーン

タダノグループの主要品目別売上高の推移

タダノグループの売上高構成比率（当期）

インフラ点検用途のニーズを背景に好調なレンタル業界に加え、電力電工業界の設備
投資もあり、高所作業車の売上高は232億 2 百万円（前期比119.4％）となりました。

■高所作業車

部品、修理、中古車等のその他の売上高は272億
1 千 3 百万円（前期比96.9％）となりました。

■その他

27,213百万円
（15.2％）

そ の 他

109,627百万円（61.0％）
建設用クレーン77,406百万円

（43.1％）

海　外
179,676百万円（100.0％）

売 上 高
102,270百万円
（56.9％）

日　本

19,633百万円（10.9％）
車両搭載型クレーン

23,202百万円（12.9％）
高所作業車

136,419

20,829

17,493

29,317

日本向け売上は、需要が減少するなか、拡販に
注力し、181億 9 千 2 百万円（前期比97.4％）とな
りました。
海外向け売上は、新興国向けの販売に注力したも
のの、14億 4千万円（前期比85.3％）となりました。
この結果、車両搭載型クレーンの売上高は196億
3 千 3 百万円（前期比96.4％）となりました。

スーパーデッキ

億

ーン
ーン）

カーゴ
（車両
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連結財務諸表

連結損益計算書
単位：百万円

179,676

129,682

49,993

207

152

50,048

31,564

18,484

758

752

18,490

150

1,298

17,342

5,034

366

11,940

58

209,426

146,298

63,127

113

205

63,036

31,973

31,062

623

1,006

30,680

517

1,080

30,117

11,412

803

19,508

113

売上高 

売上原価

割賦販売利益繰延前売上総利益 

　　未経過割賦販売利益戻入

　　未経過割賦販売利益繰入

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

当　　期前　　期科　　　目

連結貸借対照表
単位：百万円

 

185,483

73,618

51,143

24,404

18,118

10,499

4,217

3,626

144

49,917

38,982

11,819

2,909

20,176

534

1,473

2,067

1,187

9,747

5,407

2,677

2,513

851

 

177,965

68,745

48,717

25,764

20,263

8,850

3,452

2,357

186

51,834

41,183

12,483

3,005

22,513

492

979

1,708

1,181

9,469

6,190

2,620

1,666

1,008

当　　期前　　期科　　　目

　　（資 産 の 部）

流動資産

　　現金及び預金

　　受取手形及び売掛金

　　商品及び製品

　　仕掛品

　　原材料及び貯蔵品

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

固定資産

　有形固定資産

　　建物及び構築物

　　機械装置及び運搬具

　　土地

　　リース資産

　　建設仮勘定

　　その他

　無形固定資産

　投資その他の資産

　　投資有価証券

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

229,799235,400資産合計

 

55,515

26,080

15,448

216

5,205

2,470

1,497

152

4,444

31,734

10,000

11,237

333

147

2,109

7,299

607

87,250

141,746

13,021

16,855

114,507

2,637

318

1,732

1,270

1,875

809

484

142,549

 

70,028

35,845

16,210

233

5,014

5,523

1,756

207

5,239

30,575

10,000

10,023

402

166

2,109

7,322

550

100,603

133,190

13,021

16,850

105,960

2,642

1,024

850

1,228

112

942

582

134,796

 

△

△

△

 

△

△

 

△

△

 

△

△

△

当　　期前　　期科　　　目

　　（負 債 の 部）

流動負債

　　支払手形及び買掛金

　　短期借入金

　　リース債務

　　未払金

　　未払法人税等

　　引当金

　　未経過割賦販売利益

　　その他

固定負債

　　社債

　　長期借入金

　　リース債務

　　繰延税金負債

　　

　　退職給付に係る負債

　　その他

負債合計

　　（純資産の部）

株主資本

　　資本金

　　資本剰余金

　　利益剰余金

　　自己株式

その他の包括利益累計額

　　

　　土地再評価差額金

　　為替換算調整勘定

非支配株主持分

純資産合計

229,799235,400負債純資産合計

（前　　期）：2016年 3月31日現在
（当　　期）：2017年 3月31日現在

（前　　期）：2015年 4月 1日から2016年 3月31日まで
（当　　期）：2016年 4月 1日から2017年 3月31日まで

△

△

11,88119,621親会社株主に帰属する当期純利益

連結キャッシュ・フロー計算書
単位：百万円

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

（前　　期）：2015年 4月 1日から2016年 3月31日まで
（当　　期）：2016年 4月 1日から2017年 3月31日まで

△

△

△

△

19,387

3,758

3,136

634

11,857

61,262

73,120

3,301

4,798

2,495

836

4,828

73,120

68,291

△

△

△

当　　期前　　期科　　　目

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

再評価に係る
繰延税金負債

非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△）

その他有価証券
評価差額金

退職給付に係る
調整累計額
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2016年 5 月より兵庫県神戸市にて「タダノ・グローバル・パーツセンター」
が稼動しました。神戸市に部品供給拠点を置くことにより、国際港・国際空港
に近いメリットを活かし、全世界のお客様への部品供給のデリバリータイムを
短縮します。
タダノグループは長期目標「ＬＥ（※）世界No.1」「海外売上比率80%」「安定

的高収益企業（平時の営業利益率20%）」を掲げ、グローバルでの持続的成
長を実現しつつ、世界中のお客様サポートの向上と充実を目指しております。

（※）LE：Lifting Equipment＝（移動機能付）抗重力・空間作業機械

タダノ・グローバル・パーツセンター稼働

タダノグループのコアバリュー「安全・品質・効率」を具現化すべく、使
いたい、乗りたいと思っていただけるクレーンを目指して開発したCREVO
（クレヴォ）シリーズの 4世代目製品です。クレーン業界では世界初となる
人物検知警報装置「ヒューマンアラートシステム」や、国内初の俯瞰映像表
示装置「ワイドサイトビュー」を搭載しています。
本製品は「2016年度グッドデザイン賞」を受賞しました。安全走行をアシ
ストする新機能の安全性や、新型キャビンの作業効率・操作性、威圧感を感
じさせないよう市街地の作業環境に配慮した外観が評価されました。

ラフテレーンクレーン「ＣＲＥＶＯ700 Ｇ4」「ＣＲＥＶＯ250 Ｇ4」「ＣＲＥＶＯ160 Ｇ4」発売

長期目標であるLE世界No.1の達成に向けた生産能力拡大のため、現在の
志度工場に加え、建設用大型クレーンを製造する新工場が必要と判断しま
した。
このため、香川県が所有する高松港香西（西）地区埋立地の工業用地約20
ヘクタールを2016年11月に取得しました。新工場は「人と機械が調和し、次
世代につながるスマート工場」として2018年度中の稼働を目指します。なお、
土地取得費用も含めて約175億円の投資額を予定しております。

新工場、建設用地取得

2017年 3 月、米国ラスベガスで世界最大級の総合建機展CONEXPO（コ
ネクスポ）が開催されました。各国から2500社が参加し、 5日間で13万人を
超える人々が訪れました。
タダノグループからは新製品「GR-1200XL/1100EX」（※）を含むラフテ
レーンクレーン 4台、オールテレーンクレーン 3台、クローラクレーン 2台
を出展しました。
「GR-1200XL/1100EX」は、コンパクトな2軸キャリヤとしては当社として
最大の吊上げ能力と作業領域を有しており、2017年秋の発売を予定しています。
海外市場、特に北米におけるエネルギー資源開発の現場では、狭所への進入
性に優れた大型ラフテレーンクレーンが求められており、さらに吊上げ能力
100tを超えるクラスへのニーズが高いことから、新たに開発しました。
多数のお客様にタダノブースを訪れていただき、高品質、高性能なタダノ製品を広くアピールする大変良い機会となりました。

（※）GR-1200XL（北米及び中南米向け：120アメリカショートトン）
　 　GR-1100EX（上記以外：110メトリックトン）

ＣＯＮＥＸＰＯ2017　海外向け新型ラフテレーンクレーン出展
CREVO700 G4（GR-700Ｎ）

当社用地は赤枠部分。遠景に屋島を望む。
（高松市中心部より西に車で約10分。本年 5月撮影。）

TOPICS
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2,868千株（2.2％）
自己株式

55,149千株
（42.6％）

金融機関129,500千株
（100.0％）

合　計

30,690千株（23.7％）
個人・その他

7,866千株（6.1％）
その他国内法人

31,153千株
（24.1％）

外国人

1,774千株（1.3％）
証券会社

株式の状況 大株主

所有者別株式分布状況

地域別株式分布状況

株価及び株式売買高の推移

発 行 可 能 株 式 総 数

発 行 済 株 式 の 総 数

株 　  　 主 　  　 数

注）発行済株式の総数には、自己株式2,867,920株を含んでおります。

400,000,000株

8,294名

129,500,355株

注）四国地方には、自己株式2,867,920株を含んでおります。

206千株
（0.1％）

北海道地方

31,153千株
（24.1％）

外　国

1,385千株（1.0％）
中部地方

553千株（0.4％）
中国地方

3,869千株（3.0％）
近畿地方

33,226千株（25.7％）
四国地方

502千株（0.4％）
九州地方

242千株
（0.2％）

東北地方

58,362千株
（45.1％）

関東地方

20,000

18,000

16,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

1,400

1,200

1,000

800

日経平均
（円）

当社株価
（円）

売買高
（千株）

当社株価（月末終値）

当社株式
売買高

'16.4 3（月）2'17.112111098765

注）東京証券取引所市場第一部におけるものです。

日経平均（月末終値）

株式の状況（2017年 3月31日現在）

第一生命保険株式会社

タ ダ ノ 取 引 先 持 株 会

株 式 会 社 伊 予 銀 行

日本マスタートラスト
信 託 銀 行 株 式 会 社

明治安田生命保険相互会社

株 式 会 社 百 十 四 銀 行

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行

日本生命保険相互会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

日本トラスティ・サービス
信 託 銀 行 株 式 会 社 15,025

6,301

5,746

5,671

4,092

4,000

3,367

3,215

2,807

1,572

11.8

4.9

4.5

4.4

3.2

3.1

2.6

2.5

2.2

1.2

持株比率
（％）

所有株式数
（千株）株　主　名

注）1．当社は自己株式を2,867,920株保有しておりますが、上記大株主からは除外
しております。

　　 2 ．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
　　 3 ．信託銀行各社の所有株式数は、すべて当該各社の信託業務に係る株式であります。
　　 4 ．第一生命保険株式会社の所有株式数には、特別勘定口に係る株式数を含んで

おります。
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概　要

注）＊印は関連会社、他は全て連結子会社です。

役　員

タダノ・マンティスCorp.［アメリカ］
（建設用クレーン等の製造・販売）

商 　 　 号

資 本 金
設 　 　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
本 　 　 社
工 　 　 　 場

研 究 所・試 験 場
支 店・営 業 所
海 外 事 務 所

グ ル ー プ 会 社

株式会社タダノ
TADANO LTD.
13,021,568,461円（発行済株式の総数　129,500,355株）
1948年 8月24日　
単独1,433名　 連結3,346名
建設用クレーン、車両搭載型クレーン及び高所作業車等の製造販売
香川県高松市新田町甲34番地
高松工場（高松市）、志度工場（さぬき市）、
多度津工場（香川県多度津町）、千葉工場（千葉市）
技術研究所（高松市）、三本松試験場（東かがわ市）
10支店・23営業所
北京事務所、中東事務所

〔国内〕 〔海外〕
株式会社タダノアイメス
株式会社タダノアイレック
株式会社タダノエステック
株式会社タダノエンジニアリング
株式会社タダノテクノ東日本
株式会社タダノテクノ西日本
太平機工株式会社
日通重機サービス株式会社
株式会社タダノ教習センター
株式会社タダノ物流
株式会社タダノシステムズ
株式会社タダノビジネスサポート

タダノ・ファウンGmbH ［ドイツ］
タダノ・ファウン・シュタールバウGmbH ［ドイツ］
タダノ・ユーケーLtd. ［イギリス］
タダノ・フランスSAS ［フランス］
タダノ・アメリカCorp. ［アメリカ］
タダノ・マンティスCorp. ［アメリカ］
タダノ・アメリカ・ホールディングスInc. ［アメリカ］
タダノ・パナマS.A. ［パナマ］
ﾀダﾉ・ブﾗジﾙ・ｴｷパﾒﾝﾄｽ・デ・ｴﾚヴｧｻｫﾝLtda.［ブラジル］
多田野（北京）科貿有限公司 ［中国］
京城多田野（北京）液圧機器有限公司 ［中国］
韓国多田野株式会社 ［韓国］
タダノ・アジアPte Ltd. ［シンガポール］
タダノ・タイランドCo.,Ltd. ［タイ］
タダノ・タイ・パーツ・アンド・サービスCo.,Ltd. ［タイ］
タダノ・インディアPvt.Ltd. ［インド］
タダノ・オセアニアPty Ltd ［オーストラリア］
エーエムエル・イクイップメントPty Ltd　[オーストラリア]
北起多田野（北京）起重機有限公司 ［中国］＊
台湾多田野股份有限公司 ［台湾］＊

株主メモ ホームページのお知らせ
ホームページにアクセスしていただきますと、
当社の各種情報をご覧いただけます。

http://www.tadano.co.jp/

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
期末配当金支払株主確定日
中間配当金支払株主確定日
基 準 日

公 告 の 方 法

お 取 扱 窓 口

お 問 合 せ 先

お 取 扱 店

未 払 配 当 金 の お 支 払

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
毎年3月31日
毎年9月30日
定時株主総会については毎年3月31日
その他必要がある場合には、あらかじめ公告して定めます。
電子公告により、当社ホームページ（http://www.tadano.co.jp/）に
掲載いたします。ただし、やむを得ない事由により電子公告による
公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
証券会社等に口座をお持ちの場合、住所変更や買取請求等株主様の各種
お手続きは、原則として口座を開設されている証券会社等経由で行って
いただくこととなりますので、お取引の証券会社等へご連絡をお願いいた
します。証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）、下記
のお取扱店にてお取次いたします。なお、支払明細の発行に関する
お手続につきましては、みずほ信託銀行の下記連絡先にお問合せください。
〒168‒8507　東京都杉並区和泉2‒8‒4　みずほ信託銀行　証券代行部
　 0120‒288‒324 （土・日・祝日を除く 9：00～17：00）
みずほ証券　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）でもお取扱いたします。
みずほ信託銀行　本店および全国各支店（※）
　（※）トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。
みずほ信託銀行　本店および全国各支店（※）
みずほ銀行　本店および全国各支店（みずほ証券では取次のみとなります）
　（※）トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

代 表 取 締 役 社 長
代表取締役副社長
取締役・執行役員専務
取締役・執行役員常務
取 締 役
取 締 役

多 田 野 　 宏 　 一
鈴 　 木 　 　 　 正
奥 　 山 　 　 　 環
西 　 　 　 陽 一 朗
伊 　 藤 　 伸 　 彦
吉 　 田 　 康 　 之

執 行 役 員 常 務
執 行 役 員 常 務
執 行 役 員 常 務
執 行 役 員 常 務
執 行 役 員 常 務
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

アレクサンダー・クネヒト
飯 　 村 　 慎 　 一
髙 　 梨 　 利 　 幸
橋 　 倉 　 荘 　 六
澤 　 田 　 憲 　 一
程 　 　 　 　 　 箭
川 　 本 　 　 　 親  
藤 　 野 　 博 　 之
高 　 木 　 啓 　 行
多 田 野 　 有 　 司
池 　 浦 　 雅 　 彦
林 　 　 　 宏 　 三
徳 　 田 　 裕 　 司
五 　 味 　 幸 　 雄
官 　 野 　 耕 　 一
イ ン ゴ ・ シ ラ ー
合 　 田 　 洋 　 之

常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役

児 　 玉 　 義 　 人
北 　 村 　 明 　 彦
井 之 川 　 和 　 司
三 　 宅 　 雄 一 郎

※

※

注）※印は、社外取締役及び社外監査役であります。

※

※

（2017年 6 月27日現在）（2017年 3 月31日現在）

会社概要
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